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１．研究計画の概要 

 

耕作放棄地における家畜の放牧利用は、粗

飼料自給率を向上させるだけでなく里山の

獣害対策にも効果的とされ環境保全の点で

も必要不可欠であり、また未利用資源の有効

利用だけでなく雑草防除効果としても期待

できる。そのため、放牧生産システムの効率

性を生物学的・経済学的に定量評価すること

が緊急に対処すべき課題となっている。そこ

で本研究は、耕作放棄地を代表とした自然草

地における環境保全型放牧生産の定量評価

を、GPS 装着試験等による家畜の実測データ

から放牧行動圏の推定および放牧中のエネ

ルギー要求量推定を行ない、さらには地理情

報システム（GIS）による空間情報や経営情

報を統合した生物経済学的システムダイナ

ミクスモデルを構築して検討することを目

的とする。 

 

２．研究の進捗状況 

 初年度は、竹林防除と獣害対策を目的とし

た京都府綾部市の肉用牛放牧試験における、

GPS による放牧牛の行動軌跡データの収集を

中心に行ない、測定した移動軌跡データから、

Kernel 密度関数を用いて個体の行動圏を推

定し、昼夜における行動圏の変化から、試験

地全体の雑草防除を検討する際に、個体が試

験地をどれほど広範囲に利用しているかを

評価した。また GIS を用いた 3 次元での放牧

牛エネルギー要求量推定法を検討した。 

 ２年次は、京都府綾部市の耕作放棄地にて、

肉用牛放牧試験における、GPS を用いた傾斜

地での放牧牛エネルギー要求量推定モデル

の作成を中心に行なった。測定した移動軌跡

データから、GIS を用いた 3 次元での放牧牛

エネルギー要求量推定を行なった。 また、

7 月末から京都府農林水産技術センター畜産

センター碇高原牧場にて、GPS を用いた放牧

牛エネルギー要求量推定のほか、北海道農業

研究センターの開発したバイトカウンター

を用いた放牧牛の採食量推定を行なった。 

 3 年次は、京都府農林水産技術センター畜

産センター碇高原牧場および東海大学阿蘇

キャンパスの傾斜放牧地において、心拍測定

を利用したエネルギー消費量推定法を主に

検討した。現在は、この心拍測定によるエネ

ルギー消費量推定値と前年度の移動軌跡デ

ータによるエネルギー消費量推定値を比較

検討し、さらにはバイトカウンターによる採

食量推定と行動分類ロガー（IceTag）による

行動分類結果を組み合わせ、放牧家畜エネル

ギー要求量推定モデルの妥当性の検討を試

みている。 

 

３．現在までの達成度 

・区分③やや遅れている。 

 現在まで、自然草地における放牧を用いた

資源循環に対し、主に家畜側の採食行動デー

タの蓄積およびモデルの作成を実施してい

る。これらデータの蓄積およびモデル構築は

順調に進捗していると考えられる。一方で草

地生産モデルの検討や、放牧システム全体を

評価するためのシステムダイナミクスモデ

ル構築がやや遅れていると考えられる。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 家畜側のデータの蓄積およびモデルの検

証を継続し、一方で草地側の現存量変化モデ

ルを、過去の草地動態モデルをベースとして
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検討する予定である。それらと家畜側のモデ

ルを統合し、さらに経済性要因を導入し、研

究の最終目的を達成することを目指す。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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